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アル・アクサ洪水第２６９日目：ネツァリムでの "複雑な "出来事｜イスラエル、ハー

ン・ユニスの東から避難｜アブ・サルミヤ博士を釈放 

 The Palestine Chronicle 、２０２４年７月１日 脇浜義明訳 

 

 
イスラエルはガザでのパレスチナ民間人虐殺を続けている。(Photo: Mahmoud Ajjour, Palestine Chronicle) 

 

主要事項 

 ＊イスラエル占領軍は、１１月２３日にアル・シファ医療複合施設を最初に攻撃した際に逮捕した

ムハンマド・アブ・サラミヤ院長を釈放した。 

 ＊６月３０日夕方、イスラエル南部で、ネタニヤフ首相を筆頭に、ヨアブ・ガラント国防相、陸軍

参謀長、保安局高官などの参加する特別保安会議が開かれた。 

 ＊イスラエル軍は相変わらずガザ回廊各地に情け容赦ない空爆と砲撃を続けている。 

 ＊ガザ保健所によれば、１０月7日以降続いているイスラエルのジェノサイドで、３７，９００人の

パレスチナ人が死亡、８７，０６０人が負傷した。 

 

最新情報 

７月２日 ０１：２０am 

  ＊パレスチナ・メディア：２日早朝、ヌセイラト難民キャンプの北部にあるアブ・ジャララ一家の

家を標的にしたイスラエル占領軍の攻撃で数人のパレスチナ人が負傷した。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は今晩ヌセイラト難民キャンプの北部に空爆と砲撃を行った。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍がハーン・ユニス市の東部に立ち退き命令を出し、ヨーロ

ッパ・ガザ病院がハーン・ユニス市南部に立ち退いた。 
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 ＊パレスチナ・インフォメーション・センター（Palinfo. ハマス系列のニュース・ウェブサイト）：

今晩イスラエル・メディアがネツァリム回廊で「複雑な出来事」があったためにイスラエル空軍が厳

戒態勢に入ったと伝えた。「複雑な出来事」というのはおそらく我々レジスタンスの攻撃でイスラエル

兵にかなりの死傷者が出たことを指すのであろう。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍のハーン・ユニス東部の税関警察地区にある「ブレーク」

一家の家を攻撃し、３人のパレスチナ人が死亡した。 

 

７月１日 １１：００ｐｍ 

 ＊アル・カッサム旅団：わが戦士たちがラファ市西部のテル・アル・スルタン地区のエルサレム通

りでシオニストのメルカヴァ戦車をヤシン１０５砲で攻撃した。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍のヌセイラト難民キャンプ内の一軒の民家への砲撃で数人のパ

レスチナ人が死傷した。 

 ＊カン：西岸地区トゥルカルムとジェニンで、この５日間で、爆発物装置を使った攻撃を受け、狙

撃兵団の指揮官一人と狙撃兵一人が死亡し、１７人の兵士が負傷した。 

 ＊イスラエル軍：今朝、西岸地区トゥルカルムにあるヌール・シャムス難民キャンプを急襲したと

き仕掛けてあった爆弾装置のために兵士一人が死亡、もう一人が重傷を負った。 

 ＊イタマール・ベン・グヴィル国家安全保障大臣：一週間前、ベン・グヴィルに対し、シンベト

（イスラエル総保安庁）のロネン・バー長官がパレスチナ人囚人の拘禁状況を改善しなければ彼らを

釈放すると脅迫した。「シンベト長官はイスラエルの治安を脅かし、私に危害を与えようとしている」

と大臣は言った。 

 ＊チャンネル１２：ハマスが力を回復している。数百人の新規戦闘員をリクルートし、病院を修繕

し、戦闘員に給料を支払っている。 

 ＊カン：イスラエル政府は今月中にガザ戦争の最終段階に入ることに同意している。 

 

７月１日 ９：１５ｐｍ 

 ＊カン：ガザで捕らえた抑留者は全員スデ・テイマン刑務所に移送された。 

 ＊ヒズボラ：わが戦士はグラノット・ハガリル入植地で占領軍兵士が使用している建物を標的に砲

撃し、的中させた。 

 ＊米国務省：イスラエル・レバノン国境に平穏を回復することがわが国の最優先事項だ。 

 ＊ヒズボラ：わが戦士はイスラエル北部ガリラヤにあるキブツのクファル・ギラディのイスラエル

軍使用の建物を砲撃し、直撃した。 

 ＊パレスチナ・メディア：イスラエル軍機のガザ市西部のアル・ジャラア通りの爆撃により、パレ

スチナ人5人が死亡、１０人が負傷した。 

 ＊ネタニヤフ：ネタニヤフ首相はアル・ヒファ病院の院長釈放を大きな間違いで道義的な失敗だと

考えている。しかも、この釈放決定は政府へ事前に相談することなく行われたと立腹している。 

 

７月１日 ８：００ｐｍ 

 ＊スデロトの市長：ネタニヤフとガラントとハレヴィ1は１０月７日の奇襲作戦を招いた過失を今も

続けている。ネタニヤフは新しい問題を作り出す形で問題解決を図っている。我々はこれ以上彼の暫

定的解決に同意しない。 

 

訳注１： エルツル・ハレヴィ国防軍参謀総長のことか。 
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 ＊チャンネル１３：レバノンから７発のロケット弾が発射され、上ガリラヤの空地に着地した。 

 ＊アル・ジャジーラ：ガザ中部のブレイジ難民キャンプ東部の住宅へのイスラエル軍の砲撃で一人

が死亡した。 

 ＊ネタニヤフ：ハマスの戦闘能力の壊滅はもうすぐだ。 

 

７月１日 ６：３０ｐｍ 

 ＊イスラエル軍：ハーン・ユニス東部から約２０発のロケット弾がガザ回廊周辺のイスラエル領へ

撃ち込まれたのを受けて、ハーン・ユニス東部地域の住民に立ち退きするように命令を出した。 

 ＊ブリンケン米国務長官：我々はバイデン大統領の停戦提案を前進させるようにエジプトやカター

ルと熱心に話し合った。 

 ＊イスラエル・メディア：今年は今までに大佐や中佐級の士官８００人が辞任を申し出た。これは

未曾有の高い率である。 

 ＊チャンネル１２：レバノンから５発のロケット弾が飛来し、マアヤン・バルフの空地に着弾し

た。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍のハーン・ユニス東部の町アル・ファカリへの砲撃でパレスチ

ナ人が一人死亡した。 

 ＊アル・クッズ旅団：我々はケレム・シャローム近くのアミタイ基地にある司令部に１０７基のミ

サイルを撃ち込んだ。 

＊ヒズボラ：我々はラモット・ナフタリ入植地の占領軍兵士が使用する建物を標的にし、直撃弾を命

中させた。  

 

７月１日 ５：３０ｐｍ 

＊チャンネル１２：レバノンから砲弾が発射され、警告なしにメトゥラの民家に命中した。 

＊アル・ジャジーラ：レバノンからのロケット弾飛来の恐れがあるとして上ガリラヤのラモト・ナフ

タリに警戒警報が鳴った。 

 

７月１日 ４：３０ｐｍ 

 ＊ベザレル・スモトリッチ財務大臣：軍事支配だけがガザ回廊の占領と統治を可能にし、ハマスの

復活を防ぐ。 

 ＊イスラエル軍ラジオ放送：メトゥラにある家がレバノンから飛来してきたミサイルで破壊された

が、警戒警報は鳴らなかった。 

 ＊UNRWA：ガザでは人道的対応は「不可能」だ。 

 ＊釈放された囚人ファラジ・アル・サムニ：イスラエル軍の尋問のときに、最も恐ろしい拷問にか

けられた。拷問は身体的なものばかりでなく、心理的な拷問もあった。 

 ＊イスラエル軍：ガザ南部の戦闘でわが軍の歩兵部隊ナハル旅団の兵士一人が死亡し、一人が負傷

したことを認めた。 

 ＊ハマス：釈放された捕虜の心身の状態を見れば、占領軍が犯罪的な拷問をやったことが明白であ

る。 

 

７月１日 ３：００ｐｍ  

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍のドローンが南レバノン南部の町マルカバを襲った。 
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 ＊パレスチナ・メディア：ラファ市北部のムサバ地区へのイスラエル軍の攻撃で若者一人が死亡

し、他に何人かが負傷した。 

 ＊ウォールストリート・ジャーナル（イスラエル軍高官の言葉として）：ガザ市東部のシュジャイヤ

地区への軍事行動の目的は同地でイスラム・レジスタンス運動（ハマス）が態勢立て直しを図るのを

防ぐためである。 

 ＊ベン・グヴィル：ベン・グヴィル国家安全保障大臣とシンベトとの対立は刑務所の拘留施設に関

する問題ではなく、シンベトが拘留施設の改善がしなければパレスチナ人捕虜を釈放すると言ったか

らである。 

 ＊ヤイール・ラピッド：ネタニヤフ政権は捕虜交換交渉を拒否し、今や人質の返還なしにガザ戦争

を終えようとしている。 

 ＊アル・カッサム旅団：わが戦士はラファ市のタル・アル・スルタン地区アル・タヤラン通りの南

でイスラエル軍のメルカヴァ４戦車を二つの「コマンド・アクション」装置で破壊した。 

 ＊ガラント国防相：イスラエル軍は早急に１０，０００人の増員が必要だ。 

 

７月１日 ２：００ｐｍ 

 ＊パレスチナ・メディア：ハーン・ユニス東部の町バニ・スヘイラで民間人の自動車をイスラエル

軍が攻撃し、二人のパレスチナ人が負傷した。 

 ガザ中部のヌセイラト難民キャンプ北部を標的にしたイスラエル軍の砲撃で若者が死亡し、何人か

が負傷した。 

 ＊アル・カッサム旅団：わが戦士はガザ市東部のシュジャイヤ地区でイスラエル軍のメルカヴァ戦

車二台をシャワーズ爆弾二発で攻撃した。 

 ＊ガザ保健省：１０月7日以降続いているイスラエルのジェノサイドで、３７，９００人のパレスチ

ナ人が死亡、８７，０６０人が負傷した。 

 

７月１日 １：００ｐｍ 

 ＊ガザ政府メディア・オフィス：イスラエル軍の砲撃で新聞記者のムハンマド・アブ・シャリアが

殉職し、１０月７日以降イスラエル軍によって殺害されたジャーナリストの数は１５３人となった。 

 ＊アル・クッズ旅団：我々はガザ市東部のシェジャイヤ地区で戦闘が続く中、侵入したイスラエル

兵と車両に迫撃砲弾を撃ち込んだ。 

 ＊イスラエル・メディア：ラファで抵抗グループがブービーートラップを仕掛けた家屋でイスラエ

ル兵数人が死傷した模様。その後アル・カッサム旅団がラファでイスラエル兵が入った家を爆破した

という声明を出した。 

 

７月１日 １２：００ｐｍ 

 ＊チャンネル１２：ネタニヤフ首相は、シファ病院のムハンマド・アブ・サラミヤ院長の釈放を自

分とガラント国防大臣に事前相談も連絡もなく、マスコミを通じて知っただけだとして、立腹してい

る。 

 ＊アル・ジャジーラ：ハーン・ユニス東部の町クザアへのイスラエル軍の砲撃で２人の若者が死

亡、他に多数が負傷した。 

 ＊ガラント国防大臣：戦争捕虜の釈放はシンベトと刑務所局の権限である。 
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 ＊ネタニヤフ：パレスチナ人囚人の釈放決定は、ネゲヴ砂漠のイスラエル軍基地にあるスデ・テマ

ン収容所への収容に反対する請願2を最高裁判所で討議した後で行われた模様だ。 

 ＊ヤイール・ラピッド：アブ・サラミヤ院長の釈放をめぐるいざこざはネタニヤフ政府が機能不全

に陥っている証拠だ。 

 ＊イェディオト・アハロノト（軍部消息筋を引用して）：イスラエル軍はガザ市東部のシュジャイヤ

地区への軍事行動のとき、ハマスには軍事的資金的に回復する能力があることを思い知った。 

 ＊ベニー・ガンツ：１０月７日のテロ実行者を支援し、わが国民の人質を隠すのに協力した者たち

を釈放したのは、軍事的にも道徳的二も大きな間違いである。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル軍は完全封鎖されたガザ中央の北部のアル・マグラカ地区、ア

ル・ザハラ地区、アル・ヌセイラト地区を猛砲撃した。 

 ＊ムハンマド・アブ・サラミヤ院長：イスラエルの医師と看護師は私たちパレスチナ人の囚人を殴

り、拷問しました。私たち被拘禁者の遺体を人間としてではなく物であるかのように扱いました。 

 ＊アル・ジャジーラ：イスラエル占領当局が過去数カ月に逮捕・抑留していた５０人を釈放した

後、ガザ中部のディル・アル・バラにあるアル・アクサ殉教者病院に今朝から何十人ものパレスチナ

人が集まった。 

 

７月１日 １１：００ａｍ 

 ＊ガラント：私はアル・シファ病院の院長釈放の決定を知らなかった。 

 ＊アル・ジャジーラ:ガザ地区南部のハーン・ユニスの東にあるクザアの町へのイスラエルの砲撃

で、若いパレスチナ人男性が殺害され、何人かが負傷した。 

＊カッサム旅団:私たちはイスラエル軍兵士たちがいた家を、ブービートラップが仕掛けて爆破し

た。 

７月１日１０：００ａｍ 

＊イスラエルのメディア:イスラエルの国家安全保障相イタマル・ベン-グヴィルは、アル・シファ病

院所長ムハンマド・アブ・サラミヤの釈放を「治安上の怠慢」と表現した。  

＊カン：刑務所が満杯になったので、アル・シファ病院院長を釈放した。 

 

７月１日 ９：００ａｍ 

＊アルクッズ旅団:私たちはガザ周辺の入植地を爆撃した。 

＊アル・ジャジーラ:イスラエル占領軍は、11月23日に病院への最初の侵入中に逮捕されたアルシフ

ァ病院所長ムハンマド・アブ・サラミヤ博士を釈放した。 

＊レバノン通信社:イスラエルの戦闘機がレバノンのティレにあるバヤダの町の家を襲撃した。ま

た、昨夜、同国南部のカフル・キラの町で2回の襲撃があった。 

 

７月１日 ８：００ａｍ 

*リーバーマン：イランとは闘う以外に選択肢はない。 

＊チャンネル１２：昨年、９００人の将校が兵役契約の解除を要求した。 

 

７月１日 ６：００ａｍ 

 

訳注２：米国のグアンタナモ基地刑務所と同じく、拷問の悪名が高い。 
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＊パレスチナ・メディア：今日明け方イスラエル軍戦闘機がガザ中部のブレイジ難民キャンプにあ

るグランド・モスクを爆撃した。このモスクは前にも攻撃された。 

 

７月１日 ０５：００ａｍ 

 ＊アル・アクサ TV：今日夜明け、イスラエル軍はラファ市中心部と南部を砲撃した。 

 

７月１日 ０４：００ａｍ 

 ＊アル・ジャジーラ：今日夜明けにイスラエル占領軍はガザ市のアル・シュジャイヤ地区とアル・

トゥッファ地区を砲撃した。 

 

７月１日 ０３：００ａｍ 

 ＊アル・アクサ TV：早朝イスラエル軍無人機が落とした爆弾がガザ市のアル・サブラ地区のイスラ

ム複合モスクの近辺で爆発し、多くのパレスチナ人が負傷した。 

 

７月１日 ０２：００ａｍ 

 ＊イラクのイスラム・レジスタンス：我々は、今日早朝、紅海沿岸のイスラエルの市エイラートの

重要標的をドローン攻撃した。 

 ＊ハマス：イスラエル軍はガザで捕虜を人間の盾に利用している。これは戦争犯罪だ。 

 

７月１日 ０１：００ａｍ 

 ＊アル・アクサ TV：真夜中にイスラエル無人機がガザ市東部のシュジャイヤ地区の「バスタート・

マーケット」付近を攻撃した。 

 ＊パレスチナ・メディア：真夜中、ヌセイラト難民キャンプでいくつか爆発音がした。 

 ＊カン：６月３０日夕方、イスラエル南部で、ネタニヤフ首相を筆頭に、ヨアブ・ガラント国防

相、陸軍参謀長、保安局高官などの参加する特別保安会議が開かれた。 

 

７月１日 １２：００ａｍ 

 ＊マアリヴ：イタマール・ベン・グヴィルは、ネタニヤフ首相は「ガザ戦争が終わったら私が彼の

内閣から抜けることを知っている」と発言した。 

 

６月３０日 １０：３０ｐｍ 

 ＊イスラエル軍：ドローンがゴランで墜落し、１８人のわが軍兵士が負傷し、１人が重症である。 

 


